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学級会に主体的に参画し、 

協調的な話合いを図る生徒の育成 
－事前準備と本時における教師の生成ＡＩの利活用と 

                  手立ての工夫を通して－ 

 

特別研修員 越澤 昂洋  

 

Ⅰ 研究の概要 

 

１ 主題設定の理由 

学習指導要領では特別活動の意義として、多様な人々と協働し、社会の形成に主体的に参画する

資質・能力を育むことを重視している。特に集団活動においては、合意形成を通して集団や自己の

生活上の課題を解決する力の育成が不可欠とされている。また、文部科学省「初等中等教育段階に

おける生成ＡＩの利活用に関するガイドライン」に準拠しつつ、群馬県教育委員会は、ＧＩＧＡス

クール構想推進のもと、生成ＡＩを含むデジタル技術を教育に積極的に利活用し、生徒の主体的・

対話的な学びを促進する方針を打ち出している。本研究は、これらの方針を踏まえ、現代の技術を

活用した、学級会への主体的参画と協働的な学びの実現を目指すものである。 

  本学級の生徒は、学級会の議題に対して自分の意見をもつことができるというよさが見られる。し

かし、学級会へ向けての議題設定や進行計画の作成など、事前準備に多くの時間を要することが、

計画委員や教師の負担となっている。さらに、学級会では議題に対する一人一人の意見を共有する

ことができなかったり、意見集約に時間がかかり、合意形成の場面で十分な時間を確保したりする

ことができていない。これにより、学級全体の多様な意見が十分に議論されず、一部の発言力のあ

る生徒の意見でまとまる傾向がある。その結果、多くの生徒が「自分の意見が反映されない」とい

う感覚を抱き、全員が納得感をもつ協調的な話合いを図ることのよさを経験させることができてい

ないことが課題であった。 

  これらの課題を解決するため、主題を「学級会に主体的に参画し、協調的な話合いを図る生徒の育

成」とした。また、研究の手立てとして、生成ＡＩを活用した「主体的な参画を生むための教師と

計画委員による事前準備」および「『個々の意見集約の効率化』と『集約された意見の可視化』に

よる協調的な話合い」の二つを設定した。 

  これにより、事前準備における計画                            

委員の心理的・時間的な負担を減ら

し、生徒自らが進行の見通しをもち、

主体的に活動できるようにする。ま

た、本時では生成ＡＩによる意見集約

をすることで、全員の意見を議論の土

台に乗せ、心理的安全性を確保する。

生成ＡＩの利活用により生み出した時

間を、生徒が互いの異なる考えを深め

合う話合いに充てることで、自らの判

断で合意形成を図ろうとする主体的な

参画を促し、協調的な話合いができる

生徒を育成することを目指した。                                    
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図１ 研究のイメージ 
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２ 具体的な手立て 

手立て１ 主体的な参画を生むための教師と計画委員による事前準備 

 従来、計画委員は議題決定に向けた意見集約等に労力と時間を費やしており、授業の進行計画の

立案が不十分になる傾向にあった。その結果、計画委員と教師の負担が増えるという課題があっ

た。そこで、事前準備に生成ＡＩを活用することにより、計画委員は進行計画の作成に注力できる

ようになり、生徒による主体的な準備が可能となると考える。 

 

手立て２ 「個々の意見集約の効率化」と「集約された意見の可視化」による協調的な話合い 

 生成ＡＩによる「意見の表」は、生徒の意識を「誰の意見か」という対人関係から、「どうすれ

ば課題が解決するか」という方向へ向かわせる役割を果たすと考える。学級内の意見やアイデアを

客観視できることで、生徒は一方的に主張するのではなく、異なる意見を整理して共通の着地点

（妥協点）を見い出し、納得できる結論（合意）を導き出すことができると考える。 

 

Ⅱ 実践例 

 

１ 議題名  「文化祭の出し物を決めよう」（第１学年・２学期） 

 

 ２ 授業の実際 

  本実践は、「学級会に主体的に参画し、協調的な話合いを図る生徒の育成」という研究主題のも

と、学級会を通して話合いの力や仲間の意見、考えを大切にする態度を育てることを目指した。これ

までの学級会では、議題設定や進行案の準備に時間を要し、また、授業では多様な意見の整理に手間

取り、十分な話合いの時間を確保することができないため、全員が納得する結論に至らないという課

題があった。そこで、本研究の手立てとして、生成ＡＩ（Google Gemini）の活用を二つ考えた。     

一つ目は、計画委員が事前アンケートの結果をもとに、生成ＡＩを活用して議題案や進行案を作成

することで、計画委員および教師の負担軽減を図った。具体的には、Google フォームで募集した生

徒一人一人の意見を生成ＡＩに集約させ、学級全体で話し合うべき議題案を計画委員に提示した。こ

れにより、運営面での見通しを早期にもたせ、生徒自らが議題の決定や進行案の作成を進めていく主

体性を引き出した。計画委員が学級会の成功に向け、自信をもって事前準備に臨む姿が見られた。 

二つ目は、学級会の授業において教師が生徒一人一人の意見を生成ＡＩに読み込ませ、多角的な視

点から整理された「意見の表」として可視化することで、計画委員による意見集約の時間を短縮させ

た。具体的には、個々が Google フォームに入力した意見を教師が生成ＡＩに読み込ませて即時に分

類させ、「出し物のアイデア」「その理由」という項目で生徒へ提示した。これにより、生徒は自分

とは異なる考えに気付き、議論の土台が整った状態で対話に入ることができた。また、教師が特定の

意見を支持するのではなく、生成ＡＩが整理した客観的な「意見の表」を話合いの土台としたこと

で、一部の意見に偏らない公平な環境が整った。事後のアンケート結果からも、作業の効率化によっ

て生まれた時間が、互いの考えをじっくりと聞き合う対話につながったことが確認できた。 

以上の手立てを講じることで、「文化祭の出し物」について多角的な視点から一人一人が納得でき

る結論に向けて話し合って決定し、文化祭で生徒一人一人が当事者意識をもって主体的に出し物を運

営する。そのための本時である。 

 

(1) 手立て１について 

＜事前準備における計画委員の役割＞ 

計画委員は中心となり、Google フォームを使って「学級会で話合いたいこと」を全員に募集し

た。集まった意見を基に、学級全体でどの議題が今の自分たちにふさわしいかを考える話合いを行

い、文化祭が間近に迫っているという切実な必要感から「文化祭の出し物を決めよう」という議題

を決定した。その後、生成ＡＩが提案した進行案をそのまま使うのではなく、「自分たちのクラス

なら、この順番の方が話しやすい」と学級の実態に合わせて自分たちで内容を修正し、本番に向け
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て何度も司会練習に励むなど、運営面への主体的な参画を見せた。 

 

＜事前準備における教師の役割＞ 

 教師は、Google フォームを用いた事前アンケートを作成し、計画委員へ活用を促した。集まっ

た生徒一人一人の意見を生成ＡＩに読み込ませ、似た内容ごとにまとめさせて複数の議題案を作成

した。その際、どの意見を参考にしたのかという「理由」も含め、分かりやすい議題名で提示する

ようプロンプト（指示文）を工夫した。また、学級会の進行案も生成ＡＩで作成して提示した。こ

のような事前準備により、客観的に整理された資料を素早く提示でき、計画委員の作業負担を減ら

すとともに、生徒が「自分たちの意見が反映されている」と実感するための土台を整えた。 

図２ 教師が計画委員に提示した議題案 

 

＜事前準備の生徒の姿＞ 

 生徒一人一人が学級をよりよくしたいという願いを自由に書き込んだことで、多様な思いが集ま

った。それらが生成ＡＩによって可視化されたことで、生徒の中に「自分たちのための話合いだ」

と捉え直す姿が見られるようになった。その結果、それぞれの案のメリットを比べながら冷静に検

討し、自ら進んで挙手をするなど、話合いへの熱量は目に見えて高まっていった。また、初めて司

会や板書などの役割を担当する生徒も、生成ＡＩのサポートで当日の流れが明確になったことによ

り、自分の役割をはっきりとイメージできるようになり、自信をもって準備に取り組む姿へと変わ

っていった。 

 

(2) 手立て２について 

   ＜本時における計画委員の運営＞ 

   計画委員が中心となって話合いを進める中で、生徒たちは「自分の意見が反映されている」とい

う実感から当事者意識を高め、活動に主体的に参画した。全体では、計画委員自らが「みんなに納

得してもらうには、他の意見も取り上げて話し合おう」といった声を上げ、仲間の意見を尊重しな

がら自らの考えを再確認する雰囲気を作り出した。最終的に「劇」と「ダンス」、二つの案が残っ

たが、計画委員が「反対意見はないか」と丁寧に問いかけ、多数派の案に少数派の意見を組み込む

「劇の中にダンスを取り入れる」という結論を、全員が納得した上で導き出した。 

 

  ＜本時における教師の役割＞ 

 教師は、文部科学省のガイドラインに基づき、生成ＡＩを活用して生徒の意見を客観的に可視化

した。まず、Google フォームの活用において「３分間で入力完了」という時間設定を行い、アイ

デア出しの効率化と「意見の出しやすさ」を両立させた。グループ活動では机間指導を通し、少数

意見も含めたすべての意見が大切であることを伝え、自他の意見のよさに気付かせる雰囲気づくり
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に努めた。全員で合意形成を図る場面では「生

成ＡＩの表はあくまで参考であり、最終的に決

めるのは自分たち自身」と伝え、生成ＡＩを土

台にしつつも、生徒自身の主体的な判断を促す

重要な役割を担った。 

   

  ＜本時における生徒の姿＞ 

生徒は、生成ＡＩによって提示された「意見

の表」に自分の意見が反映されていることに驚

きと喜びを感じ、当事者意識をもって主体的に

参画した。小グループでは「表の中でどれがよ

いと思う？」「どうしてよいと思うの？」とい

った問いかけが自然に生まれ、可視化されたよ

さを互いに認め合うことで、感情的な対立にな

らず協調的に対話を深める姿へと変容していっ

た。特に、協調的な話合いの場面では、匿名で

提示された多数意見や少数意見を客観的に眺め

ることで、特定の意見に偏ることなく仲間の考

えを捉え直した。学級全員の考えを土台に、納得がいくまで言葉を交わし、互いのよさを認め合い

ながら全員が前向きになれる答えを見いだす姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 研究のまとめ 

  

 １ 成果 

文科省のガイドラインに基づき、教師が生成ＡＩを利活用し、生徒の意見を客観的に可視化し

た。これにより、生徒は自らの意見が反映されているという実感をもち、当事者意識をもって学級

会へ主体的に参画する姿が見られた。また、生徒は多角的な視点や少数意見に自ら気付き、感情的

な対立にならず協調的な話合いとなった。 

 

 ２ 課題 

教師の生成ＡＩへの指示によって、話合いを活性化させる手立ては多様であり、教師がどのよ

うな話合いをさせたいか明確な方針や意図が必要である。教師の生成ＡＩの利活用は一つの「手

段」であり、生徒が自分たちで決めたという実感を伴うこと、決めたことに意思をもって取り組む

という学習過程が大切である。 

 

表１ 一人一人の意見を可視化した「意見の表①」 

表２ 合意形成に向けての「意見の表②」 

図３ 「意見の表①」を共有する場面 
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Ⅳ 資料（プロンプト入力文） 

 

Ｐ３-図２を生成するために教師が入力したプロンプト 

中学１年生の学級会で使う議題を考えます。まず、下の意見一覧を似た内容ごとにまとめてください。次

に、その内容をもとに、今の学級にぴったりの議題を３つ提案してください。その際、どの意見を参考にし

たのかという理由も一緒に書き、文化祭の出し物を決めようのように分かりやすい名前にしてください。 

  

Ｐ４-表１を生成するために教師が入力したプロンプト 

中学１年生の学級会で、文化祭の出し物を決めます。これから渡す生徒全員の意見を、似た内容ごとに 

整理して、１枚の「意見の表①」にまとめてください。その際、少数意見も漏らさず含めることで、生徒一人 

一人が自分の意見が反映されていると実感できる表にしてください。 

 

Ｐ４-表２を生成するために教師が入力したプロンプト 

もう一度、生徒全員の意見を渡します。今度は学級全体の傾向が分かるよう、意見を多数派と少数派に

整理して、理由と合わせて１枚の「意見の表②」としてまとめてください。この表をもとに、これから学級全

員で合意形成に向けた話合いを行います。生徒が互いのよさを認め合えるような、分かりやすい表にして

ください。 

 

  本報告書に掲載されている商品又はサービスなどの名称は、各社の商標又は登録商標です。 

各社の商標又は登録商標 Google フォーム、Google Gemini は、Google LLC の商標又は登録商標
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